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研究成果の概要（和文）：本研究では、人とのつながりや支え合いの実態を踏まえ共助に着目した「地域」圏域
を検討し、ニーズ調査から「地域」圏域に必要な建築機能の配置を提案することを目的とする。
研究の結果、共助を促す建築機能を配置するには、圏域と併せて、地域コミュニティにおいて「居場所」となる
建物やエクステリアなどを配置し、人と人がつながるきっかけを創出すると共に、その地域の自然環境を生かし
た計画が重要であること、併せて、生活基盤である住宅の課題を解決し、高齢になっても住み慣れた自宅や地域
に住み続けることを可能とすること、その際に「居場所」を建築機能として地域コミュニティに配置すること
で、共助を創出できることがわかった。

研究成果の概要（英文）：The objective of this study is to investigate a “regional” area that 
focuses on mutual assistance by considering the realities of human connections, as well as to 
propose and support a comprehensive layout of the functional architecture required for regional 
areas based on a survey of needs.
Results show that it is important to set up a building or exterior that senior citizens can call “
home” and to create opportunities for human connection while utilising the natural environment of 
that region to arrange functional architecture that promotes mutual assistance in senior societies. 
Moreover, resolving the issue of the home, which serves as the basis of one’s livelihood, enables 
individuals to have a comfortable home and continue living in the region even in old age. Mutual 
assistance is created by arranging the home as an architectural function in regional communities.

研究分野： 建築計画

キーワード： 建築　機能　地域　共助　再配置　まちづくり　医療　リハビリ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
圏域について、介護サービス提供実態からみた圏域と行政が設定している圏域が必ずしも一致しないことや、供
給する住宅の種別により人口構成が変容することを明らかにした。
また地域コミュニティで共助を促す建築機能として、居住者同志が知り合うきっかけとして「居場所」となる公
共性の高い空間や居住者が集うベンチ、開かれた自宅などの環境が重要であることを明らかにした。
このように様々な空間規模で、生活者の実態を多角的に把握した点は学術的に意義がある。超高齢社会に一人一
人が住み慣れた自宅や地域で生活を維持継続するために今後さらに役割が期待される「共助」を促す環境を捉え
た研究は社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

これまで基盤 A では超高齢社会の課題解決のため、2010 年から超高齢社会に対応した新たな

都市計画制度の提案や地域の建築機能を再配置する新たな都市再編システムの構築を目指した

研究を行ってきた。地域の急激な衰退を防止し持続可能性を実現することを目的とし、住宅形態

の供給比率を調節することで地域内に多様な年齢層の居住誘導を目指した「地域循環居住」では、

調査対象自治体と協同で住民基本台帳と固定資産税台帳を基に居住者の年齢構造の変化の分

析を行った。その結果、2013 年度には「地域循環居住」のために必要となる住戸形態の供給割合

は、設定するエリア規模によって異なることが明らかになった。 

この研究結果に基づき 2014 年度は「地域循環居住」のための「地域」の規模を明らかにすること

を目的とし、通所介護サービスまたは訪問介護サービスを提供している事業所を対象に、訪問イン

タビュー調査を行い、「通う」場合と「来てもらう」場合での圏域比較を行い、高齢者の生活圏域の

把握を行った。この結果、隣接する隣の自治体の事業所を利用するなど、「日常生活圏域」に沿っ

た行動をとっているとは限らないことが明らかになった。さらに自宅への訪問サービスの場合、近隣

との人間関係やヘルパーの居住エリアなどが影響することが明らかになりつつある。 

さらに 2014 年度の公助である介護保険制度の変更では、「予防重視型システムの確立」が打ち

出されている。特に介護予防事業として閉じこもり・うつ・認知症の各予防と支援が重要視さている。

医学的には、Sarah De Weerdt(Prevention: Activity is the best medicine,Nature2011)によると認知

症予防の一つとしてダンスが挙げられている。また閉じこもり予防のためには、外出の促進を誘導

する必要性が見込まれている。 

このように高齢者の要介護を予防するためには、介護保険制度のようなフォーマルなサービスの

提供だけではなく、要介護認定を受ける前段階でインフォーマルなサービスや活動を通した外出

先としての居場所の創出が高齢者にとって重要な役割を果たすことが見込まれる。 

 

２．研究の目的 

本研究では、公助・共助のうち特に共助に重点を置き、高齢者の「地域」圏域を把握する。次い

で生活の支え合い（共助）の実態を把握する。このように人とのつながりや支え合いの実態を踏ま

え共助に着目した「地域」圏域を検討し、ニーズ調査から「地域」圏域に必要な建築機能の配置を

総合的に提案することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 調査対象と研究の方法を表に示す。 

 

 
 

 

 

対象地域 対象者・手法 該当業績
柏市（千葉県） 住民基本台帳（人口構成と介護サービス） ①～③

地域活動館利用者20名へのインタビュー調査
アプリを用いた地域活動館利用者の日常生活行動範囲把握(20名)
ESMアプリの開発
団地居住者19名へのインタビュー ⑥
団地および周辺居住者へのアンケート調査の比較分析
　・2010年配布数：4,940部,回収数：856部
　・2018年配布数：5049部,回収数：1194部

⑦～⑨

団地および周辺居住者へのインタビュー調査（10名） ⑭
ベンチ利用者の行動観察調査延べ7,923人（417人/日・平均×19日
間）
ベンチ利用者のインタビュー調査
炭鉱住宅地/人口構成 ④
市内の地域交流施設（7ヶ所）利用者延べ57名へのグループインタ
ビュー

⑫

救急活動記録票のデータ分析 ㉑

施設入居者（11名）データ集計
施設入居者のインタビュー調査
居住者へのインタビュー調査 ⑮

東京都 大腿骨骨折でT病院に入院した患者へのインタビュー調査 ⑰～⑳
沖縄県 高齢者施設等6事業所の事業者インタビュー ㉒

豊四季台団地
（柏市）

大牟田市
（福岡県）

住田町
（岩手県）

⑤

⑩,⑪

住民（計65名）インタビュー調査 ⑬

⑯



４．研究成果 

 研究計画では、高齢者の動作を考慮した「身体機能」、生活実態から住まいのあり方を捉えるた

めの「生活様式」調査、空間と人との関係性などを捉えるための「パブリック空間」の調査、支え合え

る適切な地域の規模を捉えるための「コミュニティ計画」の 4つの視点から、ある地域圏域における

共助（互助）を促す建築機能の再配置を目指した。 

これまでの調査の結果、まず、空間規模で整理することとする。次に、調査地域は、柏市および

その他地域での展開を計画していたため、地域別に研究成果を整理する。 

 

4-1 市域・圏域からみた高齢社会の実態 

（1）柏市 

まず、日常生活圏域（以下、圏域）に関しては、移動主体の異なる通所と訪問の違いから高齢者

の圏域における時間距離の特徴と生活圏域の設定検討項目を明らかにすることを目的とした。そ

の結果、（1）通所介護と訪問介護共に、日常生活圏域やコミュニティエリアを越える利用が認めら

れ、利用圏と提供圏の広域化が見られた。（2）通いと訪問といった移動主体における時間距離と

利用者数の分析より、通所介護は「時間距離重視型」で、訪問介護は「顧客獲得型」であることが

分かった。（3）通所より訪問介護の方が、地域差が大きいことが明らかになった。[①,②] 

 住基台帳データを用いた調査では、住宅供給において人口構成に住戸形態が影響していること

を明らかにした上で、コーホート法と併用した新規住宅供給が予想される場合の「人口・年齢構成

推計法（築年法）」を提案した[③]。 

（2）大牟田市 

さらに、住戸供給からみた人口構成の変容については、大牟田市で実施した炭鉱住宅地の居

住者年齢構成の変容経過から、縮退のパターンの把握を試みた。その結果により、これまでの研

究で明らかにされた住宅種別による変遷のパターンに加え、この研究では持家制度が年齢構成に

影響を与えることを明らかにした[④]。 

 

4-2 共助の仕掛けとしての居場所 

（1）柏市・豊四季台団地 

商店街の空き店舗で自主活動をしている高齢者に着目し、活動経緯等に関するインタビュー調

査を行った。この調査結果に基づき、2016年度は各人に合わせた生活支援方策を確立していくた

めには、生活圏における日常生活やサービス利用を含めたシニアの現状を明らかにする必要があ

る。このため、異なる時間帯の様々な場所における高齢者の印象や行動内容などを記録してもらう

アプリケーションを開発し、そのシステムを用いて高齢者個人や地域サービスの特性を調査するこ

とを目的とした。主に、経験サンプリング法(ESM)に基づいたアプリ「HabitLet」をスマートフォンに実

装し、20名の高齢者に HabitLetのアラームが鳴った時の状況を入力してもらった。その結果、

HabitLetは彼らのライフスタイルや生活圏での印象を明らかにすることができることが示された。具

体的には、男性の高齢者においては、誰かといる場合・外出している場合に、仕事・趣味・などの

時間が有意に上昇する一方で、そうでない場合はテレビの視聴時間が有意に増えていた。女性の

高齢者では、そういった傾向は確認できなかった。さらに、地域居住者へのインタビュー調査で、

団地の建替えが居住者の買い物等外出行為に与える影響に関する知見を得ることができた。ESM

調査の結果により、建替え中は自宅が、人が集う場としての役割を果たしていることが明らかになっ

た[⑤]。 

この団地を対象とした調査研究では、団地建替えにより変化した生活のうち、地域活動への参

加状況を把握した。この結果、地域活動への参加が減少しており、その要因として建替えのほか、

高齢化が影響していることが明らかになった[⑥]。この結果を踏まえ、2010 年に続き、2018 年度に

団地および周辺居住者へのアンケート調査を実施した。その結果、団地敷地内に周辺居住者にも

認知される公共性の高い建築機能を併設することは、コミュニティを形成する上で、重要であること

が明らかになった[⑦,⑧,⑨]。 

また人が集まる団地内ベンチに着目し、（以前の科研で）2014 年度に実施したベンチ実証実験

の補足調査を行った結果、一日平均 417 人がベンチを使用し、ベンチの使用パターンは、一人で

使用する「個人」、同席した者同士が関わりを持たない「相席」、同席した者同士が会話などを交わ

す「交流」、3 人以上が会話をする「屯（たむろ）」の 4 パターンがあり、「個人」は男性の利用が多い、

「相席」は滞在時間が短い、「交流」は同性で形成され、「屯（たむろ）」は性別によって時間帯や場

所が異なる、という特色があることが明らかになった[⑩,⑪]。 

 

 



（2）大牟田市と住田町 

 地域交流施設に関しては、2017年 7月～2018年 1月に市内の地域交流施設 7 ヶ所の利用者

に半構造化インタビューを行い、施設利用のきっかけ等を把握した。その結果、地域交流施設に

それぞれ付加されている施設基準以外の機能の特色により遠方からの利用などを促していること

がわかった[⑫]。  

 大牟田市（福岡県）と住田町（岩手県）を対象に高齢者の居場所に関する調査を行った研究で

は、他者との対面・遭遇の場と共に、徒歩圏の畑や川辺などの自然環境と良好な接点を担保する

住宅・地域環境の計画の重要性を明らかにした[⑬]。 

 

4-3 住まいの課題 

 要介護高齢者を軽度者と中重度者別に、住まい方の実態を捉えた結果、（1）両方のグループの

共通点として住宅改修を実施していることを明らかにし、（2）症状別にサービス提供を考慮する必

要性を考察した[⑭]。 

将来的に高齢化率が高いコミュニティの事例として、2017 年 4 月から国立ハンセン病療養所の

入所者構成と居住形態の変遷に関し、入所者のライフサイクルに合わせて発展した隔離施設にお

ける居住形態の変遷を明らかにすると共に、集約期に直面した施設における居住環境整備に関

する知見を得ることを目的とし、史資料の収集及び分析などの文献調査、入所者及び療養所関係

者へのインタビュー調査を行った。その結果、長島愛生園開園初期の施設拡張期に供給された患

者小住宅の概要および長島愛生園に存在した全ての入所者居住施設の沿革と用途が明らかにな

った[⑮]。 

 また、岩手県住田町を対象に、冬期居住施設を利用している高齢者の二拠点居住に着目した実

態調査を行った。その結果、除雪の問題が発生するため、冬期生活居住施設は重要な役割を担

っていて、利用者の負担を軽減するためには、自宅での生活が維持できる環境が重要であること

が明らかになった[⑯]。 

高齢期の要介護認定理由の上位を占める転倒について、転倒により大腿骨を骨折し入院した

患者の自宅に着目し、その課題について、首都圏や地方で調査を実施した。この研究成果は、学

会発表を通して、国内外に発信することができた［⑰～㉑］。 

さらに、沖縄県を対象に行った住まいの実態調査の結果、入院した高齢者の場合病院退院後

の住まいが課題であることを明らかにした［㉒］。 

 

4-4 まとめ：共助を促す建築機能としての居場所 

本研究では当初、「共助」のエリアを「圏域」で捉える試みをした。その結果、介護サービス提供

実態からみた圏域については、行政が設定している生活圏域と生活者の生活圏域が必ずしも一

致しないことを明らかにした。また、住民基本台帳に基づく分析の結果、供給する住宅の種別によ

り人口構成が変容することを明らかにすることができた。 

次に、共助を促すエリアの規模を圏域だけではなく、コミュニティとして捉える試みをした。その

結果、4-2 で実施した調査の結果より、地域コミュニティを形成するには、居住者同志が知り合うき

っかけが必要であり、その環境として「居場所」となる公共性の高い空間が重要な役割を担ってい

ることが明らかになった。その一方で、ベンチのようなエクステリアによる仕掛けも人と人をつなぐ

「居場所」として重要であることが明らかになった。 

また、外出により住民同士が知り合う場として「居場所」が重要な役割を担っている一方、開かれ

た自宅が「居場所」としてコミュニティ形成に影響を与えていることが明らかになった。このように自

宅内外の「居場所」をきっかけとして、コミュニティが形成されていることが明らかになった。 

一方、地域コミュニティを形成する最小単位かつ生活基盤である自宅は、居住者の高齢化に伴

い、季節の問題、転倒の問題、病院退院後の自宅復帰の問題等、生活そのものに影響を与えるこ

とも明らかになった。 

よって本研究の成果として、高齢社会において、共助を促す建築機能を配置するには、圏域と

併せて、地域コミュニティにおいて、「居場所」となる建物やエクステリアなどを配置し、人と人がつ

ながるきっかけを創出すると共に、その地域の自然環境を生かした計画が重要である。併せて、生

活基盤である住宅の課題を解決していくことで、高齢になっても住み慣れた自宅や地域に住み続

けることが可能となる。つまり、「居場所」を建築機能として地域コミュニティに配置することで、共助

を創出することができると言える。 

なお、これまでの調査研究対象の規模別に「市域/圏域」「居住地/地域コミュニティ」「個人/住ま

い」でまとめると以下の図のようになる。 
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